














介護保険法が平成 9年に成立し、平成 12 年から施行された。多くの懸念の声が聞かれる中、施行
されたが、厚生労働省の資料によると、要介護認定者数は初年度 218 万人だったのが 2004 年度には、
404 万人に増加し、介護サービス利用者数も初年度の 149 万人から 2004 年度の 317 万人に順調に増

















































の質を高めると Leonard 他（1997 年）は示している。他の研究者もレジャー・レクリエーションは高





























































































【1】 1年くらい前とくらべて物忘れをよくしますか？ ①はい ②いいえ
【2】 物忘れをすることでくよくよしたり不安になったりすることがありますか？ ①はい ②いいえ
【3】 物忘れをしないようにご自身で工夫されていることがありますか？ ①はい ②いいえ
【4】 物忘れをすることで、生活のなかで困ることがありますか？ ①はい ②いいえ
【5】 人と出会って話ができるような場所に参加していますか？ ①はい ②いいえ
【6】 ご家庭のなかで何らか役割はありますか？ ①はい ②いいえ
【7】 趣味や好きなことがありますか？ ①はい ②いいえ
【8】 家の中でボーっとすごすことが多いですか？ ①はい ②いいえ
【9】 物忘れをすることに対して家族は理解を示してくれますか？ ①はい ②いいえ
【1】 バスや電車を使って一人で外出ができますか？ ①はい ②いいえ
【2】 日用品の買い物ができますか？ ①はい ②いいえ
【3】 自分の食事が用意できますか？ ①はい ②いいえ
【4】 請求書の支払いができますか？ ①はい ②いいえ
【5】 銀行預金・郵便貯金の出し入れができますか？ ①はい ②いいえ
【6】 年金などの書類がかけますか？ ①はい ②いいえ
【7】 新聞を読んでいますか？ ①はい ②いいえ
【8】 本や雑誌をよんでいますか？ ①はい ②いいえ
























クリエーションの中で活用される S.O.A.P 形式の記録の仕方を若干修正したものである。S. O. A. P
とは、Subjective Data, Objective Data, Assessment, Plan の略で Sは、利用者本人が何を言ったか、感
じたかを利用者が発したままの言葉で述べ、Oは、職員が観察した事実を書き、Aでは、Sと Oに基
づいてどのように職員が分析し結論付けるかをまとめ、Pは、問題に対してどのような計画をするか
ということを順に記録していく。（Peterson & Gunn, 1984）このプロセスをもとに現場の職員の仕事量
を考え、極力簡素化した記録の様式を用いた。今回特に、毎回の目標、その内容、そして、実際に利

























・おはなしくらぶ（回想法） ・料理 ・習字 ・ちぎり絵 ・仏画 ・折り紙 ・アルバム作り
・知的ゲーム ・漢字合わせゲーム ・言葉作りゲーム ・百人一首 ・外出など
















平成 17 年 9 月に行われた最終の検討会において、行政の担当者と在宅介護支援センター、事業実
施担当者が議論した結果、脳機能低下予防プログラムに関しては、6ヶ月という短期間では、成果が
得にくいとのことで、更なる 6ヶ月の延長が決定された。
表 1．で示されたアンケートが 17 年 5 月初旬、7月中旬、9月中旬に実施された。一人一人の結果
をここでは示さないが、参加利用者 4人の平均点を見ると脳機能低下予防アンケート①ではプラス項







生きがい活動支援通所事業（脳機能低下予防） 個別記録 氏名（ ）
個別課題
目 標
日付 今日のねらい プログラム内容 行動・発言内容など 考 察 今後の対応
アンケート実施月 5月 7月 9月
アンケート①
プラス項目 5 5.75 7.25
マイナス項目 4 3.25 1.75
アンケート②
は い 7.5 8.25 6.25


































Bowling, A. (1997). Measuring health : A review of quality of life measurement scales (2nd ed.) Philadelphia, PA :
Open University Press.
Csikszentmihalyi, M. (1990). Flow : The psychology of optimal experience. New York : Harper & Row.
Haberkost,M., Dellman-Jenkins,M., & Bennett, J. M. (1996). Importance of quality recreation services for older
adults residing in nursing homes : Considerations for gerontologists. Educational Gerontology, 22, 735－745.
Janssen, M. A. (2004). The Effects of Leisure Education on Quality of Life in Older Adults. Therapeutic Recreation
Journal, 275－288.
Kelly, J. R.(1996). Leisure (3rd ed.). Boston, MA : Allyn & Bacon.
Leonard, D., & Serravillo, L.(1997).Therapeutic recreation : The benefits are endless. Presented at the National
平安女学院大学研究年報 第 6号 2005
－ 31 －
Therapeutic Recreation Professional Development Forum, Colorado Springs, CO.
Patterson, I. (1996). Participation in leisure activities by older adults after a stressful life event : The loss of a spouse.
International Journal of Aging and Human Development, 42, 123－142.
Row, J. W., & Kahn, R.L. (1998). Successful aging. New York, NY : Dell.
Scarmeas,N., Levy, G., Tang, M. X., Manly,J., Stern, Y. (2001). Influence of leisure activity on the incidence of
Alzheimer's disease. Neurology, 57, 2236－2242.
Verghese, J., Lipton, R. B., Katz, M. J., Hall, C. B., Derby, C. A., Kuslansky, G., Ambrouse, A. f., Sliwinske, M., &
Buschke, H. (2003). Leisure activities and the risk of dementia in the elderly. The New England Journal of
Medicine, 348, 2508－2516.
Wang, H.X., Karp, A., Winblad, B., Fratiglioni, L. (2002). Late-life engagement in social and leisure activities is
associated with a decreased risk of dementia : a longitudinal study from the Kungsholmen project.Am J
Epidemiol, 155, 1081－1087.
Role of Therapeutic Recreation on Preventive Care
: Practice on Dementia Prevention Program from the view of
Goal Management
Hiroko Murray
Recreation has played an important role in preventive care in the last five years. But clear evidence of
the effect of recreation program has been unclear. The purpose of this paper will be to discuss the effect
of leisure and recreation in preventive care, the meaning of therapeutic recreation in preventive care, and
the practice on dementia prevention program from the view of goal management. Finally, to find out the
role of therapeutic recreation in preventive care, I will look at the problems and issues on goal
management in therapeutic recreation.
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